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渋
谷
清
視
「
最
近
の
少
年
少
女
小
説
―
―
そ
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
」『
日
本
児
童
文
学
』
一
九
七
三
年
八
月
号
（
盛
光
社
） 

砂
田
弘
「
日
本
児
童
文
学
者
協
会
の
六
〇
年
の
歩
み
」
『
日
本
児
童
文
学
』
二
〇
〇
六
年
三
‐
四
月
号
（
小
峰
書
店
） 

セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク 

イ
ヴ
・
コ
ソ
フ
ス
キ
ー
（
岸
ま
ど
か
訳
）「
パ
ラ
ノ
イ
ア
的
読
解
と
修
復
的
読
解
、
あ
る
い
は
、
と
っ
て
も
パ
ラ
ノ

イ
ア
な
あ
な
た
の
こ
と
だ
か
ら
こ
の
エ
ッ
セ
イ
も
自
分
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
る
で
し
ょ
」
（
二
〇
〇
三
年
） 

山
下
研
編
『
ヱ
ク
リ

ヲ
』v

ol.1
2

（
ヱ
ク
リ
ヲ
編
集
部
、
二
〇
二
〇
年
五
月
） 

早
大
童
話
会
「
「
少
年
文
学
」
の
旗
の
下
に
！
」
（
一
九
五
三
年
）
日
本
児
童
文
学
者
協
会
編
『
現
代
児
童
文
学
論
集
１ 

児
童
文
学

の
戦
後 

1
9
4
6
-1

95
4

』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
六
月 

田
中
絵
美
利
「
研
究
動
向 

倉
橋
由
美
子
」『
昭
和
文
学
研
究
』
五
八
号
（
昭
和
文
学
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
） 

田
辺
一
雄
「［
人
物
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ 

夢
枕
獏
さ
ん
］
〝
悪
夢
を
食
べ
る
〟
書
斎
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
八
五
年
七
月
二
九
日
夕
刊 

竹
馬
春
風
「「
言
葉
」
に
救
わ
れ
た
い
の
に
。
―
―
「
青
春
の
全
体
主
義
」
概
念
の
提
唱
―
―
」
ペ
シ
ミ
、
竹
馬
春
風
編
『
青
春
ヘ

ラ 
v
er.1

 

「
ぼ
く
ら
の
感
傷
マ
ゾ
」
』
大
阪
大
学
感
傷
マ
ゾ
研
究
会
、
二
〇
二
一
年
八
月 

津
村
節
子
「
作
者
の
こ
と
ば
」
『
う
わ
さ
の
中
の
青
春
』
集
英
社
コ
バ
ル
ト
・
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
六
六
年
四
月 

坪
内
祐
三
「
昭
和
の
子
供
だ
君
た
ち
も
５ 

六
〇
年
安
保
の
あ
と
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
さ
れ
ど 

わ
れ

ら
が
日
々
―
―
』
と
そ
れ
に
反
発
し
た
同
世
代
人
」『
新
潮
４
５
』
二
〇
一
二
年
三
月
号
（
新
潮
社
） 

富
島
健
夫
「
作
者
の
こ
と
ば
」
『
制
服
の
胸
の
こ
こ
に
は
』
集
英
社
コ
バ
ル
ト
・
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
六
六
年
八
月 

〃 
 

「
作
者
の
こ
と
ば
」『
ち
ぎ
れ
雲
の
歌
』
集
英
社
コ
バ
ル
ト
・
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
六
七
年
一
月 

〃 
 

「
作
者
の
こ
と
ば
」『
湖
は
慕
っ
て
い
る
』
集
英
社
コ
バ
ル
ト
・
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
六
七
年
五
月 

〃 
 

「
作
者
の
こ
と
ば
に
か
え
て
」
（
「
か
な
し
み
の
時
」
内
）
『
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
』
一
九
六
八
年
七
月
号
（
小
学
館
） 

〃 
 

「
「
ジ
ュ
ニ
ア
小
説
」
性
書
説
を
笑
う
」『
潮
』
一
九
七
〇
年
四
月
号
（
潮
出
版
社
） 

巴
里
夫
「
【
貸
本
マ
ン
ガ
】
の
思
い
出
」『
別
冊
太
陽 

子
ど
も
の
昭
和
史 

少
女
マ
ン
ガ
の
世
界Ⅰ 

昭
和
二
十
年
～
三
十
七
年
』
平

凡
社
、
一
九
九
一
年
七
月 

中
野
翠
「
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
と
「
さ
れ
ど 

わ
れ
ら
が
日
々
―
」
」『
諸
君
！
』
一
九
八
八
年
一
一
月
号
（
文
藝
春
秋
） 

中
村
八
朗
「
解
説
―
―
青
春
を
生
き
続
け
る
作
家
」
富
島
健
夫
『
虹
は
消
え
な
い
』
集
英
社
文
庫
、
一
九
八
六
年
一
月 

中
川
越
「
私
の
東
京
物
語
（
５
）」
『
東
京
新
聞
』
二
〇
一
六
年
九
月
二
六
日
朝
刊 

奈
街
三
郎
「
受
賞
か
墓
標
か
（
児
童
文
学
時
評
）」
『
日
本
児
童
文
学
』
一
九
五
九
年
一
二
月
号
（
日
本
児
童
文
学
家
協
会
） 

長
山
靖
生
「
Ｓ
Ｆ
の
あ
る
文
学
誌
（
第

7 8
回
）
Ｓ
Ｆ
少
女
マ
ン
ガ
が
生
ま
れ
た
頃
―
―
「
花
の
２
４
年
組
」
と
は
何
か
」
『
Ｓ-

Ｆ

マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
二
一
年
一
〇
月
号
（
早
川
書
房
） 

橋
本
あ
ゆ
み
「
倉
橋
由
美
子
『
パ
ル
タ
イ
』
」
紅
野
謙
介
、
内
藤
千
珠
子
、
成
田
龍
一
編
『
〈
戦
後
文
学
〉
の
現
在
形
』
平
凡
社
、
二

〇
二
〇
年
一
〇
月 

浜
井
信
三
「
義
妹
・
佐
伯
千
秋
（
千
賀
子
）
の
こ
と
」
『
別
冊
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
』
２
（
春
季
）
（
小
学
館
、
一
九
六
八
年
四
月
） 

林
房
雄
「
文
芸
時
評 

若
者
作
家
の
ゆ
が
み
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
二
年
一
二
月
二
六
日
朝
刊 

伴
名
練
「
戦
後
初
期
日
本
Ｓ
Ｆ
・
女
性
小
説
家
た
ち
の
足
跡
」『
Ｓ-

Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
二
二
年
四
月
号
～
一
〇
月
号
（
早
川
書
房
） 

平
野
謙
「
今
月
の
小
説
（
下
）
ベ
ス
ト
・
３
」
『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
二
年
一
二
月
二
九
日
夕
刊 

福
井
研
介
「《
時
評
》
子
ど
も
を
か
え
る
文
学
を
」『
日
本
児
童
文
学
』
一
九
五
六
年
七
月
号
（
児
童
文
学
者
協
会
） 

牧
野
立
雄
「
太
宰
治
の
愛
と
革
命 

瀬
戸
内
寂
聴
氏
に
聞
く
」『
太
宰
治
・
第
三
号
』
洋
々
社
、
一
九
八
七
年
七
月 

松
坂
博
「
『
さ
れ
ど
わ
れ
ら
が
日
々
―
』
か
ら
『
お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
』
ま
で
―
た
っ
た
一
人
で
読
み
返
す
文
春
出
版
史
―
」

『
本
の
話
』
二
〇
〇
二
年
四
月
号
（
文
藝
春
秋
） 

松
原
新
一
「
解
説
」
柴
田
翔
『
贈
る
言
葉
』
新
潮
文
庫
、
一
九
七
一
年
五
月 
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丸
山
昭
「
少
女
マ
ン
ガ
誕
生
の
頃
」
水
野
英
子
『
銀
の
花
び
ら
②
』
講
談
社
漫
画
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
六
月 

三
島
由
紀
夫
「
ア
メ
リ
カ
版
大
私
小
説
―
―
Ｎ
・
メ
イ
ラ
ー
作 

山
西
英
一
訳
「
ぼ
く
自
身
の
た
め
の
広
告
」
」
（
一
九
六
三
年
）
『
決

定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集

3 2
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
七
月 

三
木
澄
子
「
作
者
の
こ
と
ば
」
『
野
ぎ
く
の
道
し
る
べ
』
集
英
社
コ
バ
ル
ト
・
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
六
七
年
九
月 

宮
敏
彦
「
★
作
者
の
近
況
」（
「
奇
妙
な
帽
子
」
内
）『
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
』
一
九
七
〇
年
二
月
号
（
小
学
館
） 

水
野
英
子
「
〝
愛
〟
が
タ
ブ
ー
だ
っ
た
頃
」『
銀
の
花
び
ら
③
』
講
談
社
漫
画
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
六
月 

村
松
友
視
「
自
然
体
を
貫
い
た
女
性
文
学
者
」
『
婦
人
公
論
』
二
〇
〇
五
年
八
月
二
二
日
号
（
中
央
公
論
新
社
） 

メ
イ
ラ
ー 

ノ
ー
マ
ン
（
山
西
英
一
訳
）
「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
い
か
に
殺
人
を
お
こ
な
う
か
―
―
Ａ
」
『
ぼ
く
自
身
の
た
め
の
広
告

（
下
巻
）』
新
潮
社
、
一
九
六
二
年
一
二
月 

森
一
歩
「
作
者
の
こ
と
ば
」（
「
泉
な
り
わ
が
い
の
ち
」
内
）『
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
』
一
九
七
一
年
二
月
号
（
小
学
館
） 

文
部
省
純
潔
教
育
委
員
会
「
純
潔
教
育
基
本
要
項
」（
一
九
四
九
年
）
藤
井
淑
禎
『
純
潔
の
精
神
誌
―
昭
和
三
十
年
代
の
青
春
を
読
む

―
』
新
潮
選
書
、
一
九
九
四
年
六
月 

文
部
省
「
中
・
高
生
徒
の
性
教
育
の
根
本
方
針
（
案
）」（
「
純
潔
教
育
」
内
）『
時
事
教
育
年
鑑1

95
3

年
版
』
時
事
教
育
通
信
社
、
一

九
五
二
年
一
二
月 

〃 

「
純
潔
教
育
の
進
め
方
（
試
案
）
」『
文
部
時
報
』
九
三
三
号
（
文
部
省
、
一
九
五
五
年
五
月
） 

山
本
容
朗
「
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
佐
伯
千
秋
先
生
の
巻
」『
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
』
創
刊
号
（
小
学
館
、
一
九
六
七
年
一
二
月
）
。 

夢
枕
獏
「
山
を
生
ん
だ
男
」『
奇
想
天
外
』
一
九
七
八
年
一
〇
月
号
（
奇
想
天
外
社
） 

〃 

「
あ
と
が
き
」『
ね
こ
ひ
き
の
オ
ル
オ
ラ
ネ
』
集
英
社
文
庫
コ
バ
ル
ト
・
シ
リ
ー
ズ
、
一
九
七
九
年
四
月 

〃 

「
■
あ
と
が
き 

後
乱
駄
文
―
―
あ
と
ら
ん
だ
む
」『
遥
か
な
る
巨
神
』
双
葉
ノ
ベ
ル
ス
、
一
九
八
〇
年
一
二
月 

〃 

「
氷
室
冴
子
の
才
能
に
震
え
な
さ
い
」
氷
室
冴
子
『
冴
子
の
東
京
物
語
』
集
英
社
文
庫
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月 

〃 

「
新
・
家
の
履
歴
書
２
９
３ 

夢
枕
獏
（
作
家
）」
『
週
刊
文
春
』
二
〇
一
二
年
六
月
一
四
日
号
（
文
藝
春
秋
） 

横
川
寿
美
子
「
燃
え
よ
黄
の
花
」
三
好
行
雄
、
竹
盛
天
雄
、
吉
田
凞
生
、
浅
井
清
編
著
『
日
本
現
代
文
学
大
事
典 
作
品
篇
』
明
治

書
院
、
一
九
九
四
年
六
月 

吉
原
敦
子
「
訪
問
『
時
代
の
本
』
⑨
」
『
諸
君
！
』
一
九
九
五
年
二
月
号
（
文
藝
春
秋
） 

吉
本
隆
明
「
転
向
論
」
『
現
代
批
評
』
創
刊
号
（
書
肆
ユ
リ
イ
カ
、
一
九
五
八
年
一
二
月
） 

吉
田
秀
吉
「
少
年
少
女
読
物
の
諸
問
題
―
―
中
学
生
の
読
書
―
２
―
」
『
学
校
図
書
館
』
一
三
九
号
（
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
、

一
九
六
二
年
五
月
） 

渡
辺
玲
子
「
少
女
小
説
作
家
・
佐
伯
千
秋
の
こ
と
」『
明
日
へ
の
旅
の
つ
れ
づ
れ
に
』
溪
水
社
、
二
〇
一
二
年
一
二
月 

郷
原
宏
「
〔
木
曜
ワ
イ
ド
〕
全
人
教
育
め
ざ
す
塾 

北
の
大
地
に
夢
再
び
」『
読
売
新
聞
』
一
九
八
五
年
八
月
二
九
日
朝
刊 

以
下
無
記
名
の
も
の 

「
作
家
画
家
の
う
わ
さ
日
記
」
『
女
学
生
の
友
』
一
九
五
八
年
八
月
号
（
小
学
館
） 

「
第
八
回
小
学
館
児
童
文
化
賞
の
受
賞
者
発
表
」『
教
育
技
術
』
一
九
五
九
年
一
二
月
号
（
小
学
館
） 

「
か
く
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー 

ジ
ュ
ニ
ア
小
説 

学
園
舞
台
の
純
愛
も
の 

明
る
い
行
動
派
が
主
人
公
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
六

七
年
八
月
二
九
日
朝
刊 

「
新
・
告
知
板
２
２
８
「
ジ
ュ
ニ
ア
小
説
作
家
」」『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
二
二
七
二
号
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
九
月
二
二
日
） 

「
ト
ッ
プ
対
談 

は
ば
た
け
ジ
ュ
ニ
ア
小
説
！
」
（
佐
伯
千
秋
と
富
島
健
夫
の
対
談
）
『
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
』
一
九
六
八
年
四
月
号
（
小

学
館)

 

「
ぼ
く
は
、
わ
た
し
は
、
こ
う
思
う
① 

佐
伯
千
秋
先
生
の
『
山
頂
に
バ
ラ
あ
り
』
を
読
ん
で
」（
「
Ｊ
Ｎ
広
場
」
内
）『
ジ
ュ
ニ
ア
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文
芸
』
一
九
六
九
年
一
一
月
号 

「
新
春
特
別
対
談 
富
島
健
夫×

佐
伯
千
秋
」
『
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
』
一
九
七
〇
年
二
月
号
（
小
学
館
） 

「
資
料
・
こ
と
し
の
お
も
な
こ
と
が
ら
（
昭
和

5 0
年
）」『
国
語
年
鑑 

昭
和

5 1
年
版
（1

97
6

）
』
国
立
国
語
研
究
所
、
一
九
七
六

年
八
月 

「
戦
時
中
の
女
学
生
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
七
年
七
月
一
七
日
朝
刊 

「
執
筆
現
場
に
お
じ
ゃ
ま
虫 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
３ 

氷
室
冴
子
の
お
し
ゃ
べ
り
事
件
簿
」『P

al
ett

e

』
一
九
九
二
年
七
月
号
（
小
学
館
） 

「
岳
人
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル 

な
ぜ
山
に
登
る
の
か
？ 

『
神
々
の
山
嶺
』
を
書
き
終
え
た
夢
枕
獏
さ
ん
に
聞
く
」『
岳
人
』
六
〇
四
号

（
中
日
新
聞
東
京
本
社
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
） 

「
柴
田
翔
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
『
さ
れ
ど 

わ
れ
ら
が
日
々
―
―
』
と
そ
の
時
代
」『
中
央
公
論
』
二
〇
〇
八
年
二
月
号
（
中
央
公
論

新
社
） 

 


